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三条信用金庫 本店内

国 際 ロ ー タ リ ー 会 長
第 2560 地 区 ガバ ナ ー
第４分区ガバ ナー補佐

明日 2 月 14 日はバレンタインデーです。昭和 50 年（1975 年）頃から定着

してきた日本型バレンタインデー。そして、昭和 55 年（1980 年）前後には、

ホワイトデーや義理チョコの登場。この辺りから、キリスト教との関連は 2 月 14

日という日付を除いてほぼ断絶。日本は独自路線を突き進みます。 
 

日本型の特徴を大まかにまとめると以下の 3 点。 

① 贈り物にチョコレートが重視される点 （欧米では様々なものが贈られる） 
 

② 主に女性から男性への贈答である点  （欧米では男性⇔女性双方向） 

 もっとも時代とともに、「本命チョコ」しか存在しないはずのチョコが、「義

理チョコ」「逆チョコ」「友チョコ」「自己（自分）チョコ」「ホモチョコ」と、

様々なこじつけと相まって、何でもありの様相を呈してきました。 
 

③ 女性の愛情表現の機会と認識されている点も日本独自。 

（欧米では男女共通の愛情表現の日のため「お返し（ホワイトデー）」という

習慣は存在）しない。 

なお、この 3 月 14 日のホワイトデーの仕掛け人は全国飴菓子協同組合の会

社のようです。ホームラン製菓、カンロ、篠崎製菓、宮川製菓、扇雀飴本舗、

みやこ飴本舗などです。最初はお返しに、またチョコレートはおかしいんじゃ

ないか、それでキャンデーをとなったようです。それも今は様々な形に変化を

遂げます。巷ではお返しに「パイ」が流行っているとも聞きます。どうしてで

しょうか？ 

パイ = π（円周率）= 3.14 = 3 月 14 日ホワイトデー だそうで。 
 

そして日本オリジナルの「ホワイトデー」は海を渡り、東アジア各国にも広が

りをみせます。お隣り韓国では、2 月 14 日はバレンタインデー、3 月 14 日は

ホワイトデー。そして 4 月 14 日、バレンタインデーとホワイトデーの両日に縁

の無かった男女が、黒い物を飲食する日「ブラックデー」が訪れるそうです。 

ちなみに、アメリカでのブラックフライデーは感謝祭（サンクスギビングデー11

月の第 4 木曜日）の翌日の金曜日で前日の売れ残りを一掃売り尽くしセールをす

る日だそうです。お金を節約する人は 1 日買い物を延ばしてこのブラックフライ

デーに買うらしいです。 

会員48名中31名

三条RCより 山田富義君　 杉山幸英君　 渡辺良一君

2/8 三条RCへ 長谷美津明君　 栗山佳大君　 野島廣一郎君　 佐藤秀夫君

渡邉久晃君　 吉沢栄一君

2/9 三条東RCへ 星野健司君　 栗山佳大君　 内藤豊大君　 渡邉久晃君 　吉沢栄一君

93.62%（1/23）

出 席 率 ヴ ィ ジ ター

出 席 率 

―201６‐1７年度国際ロータリーのテーマ― 



 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

日 時  平成２９年 ４月１５日 (土 ) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

会 場  ジオ・ワールドＶＩＰ グランドホール 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

～ 2 月 13 日 17,000 円 

今年度累計 400,000 円 ～  
 i 

60周年実行委員長

を輩出することとなりました。
ご協力よろしくお願い申し上げます。

三条RCより60周年記念式典
山田実行委員長、 杉山、渡辺副実行
委員長ようこそいらっしゃいました。
坂井さん、卓話楽しみにしています。

坂 井 君 今日は卓話担当です。役目柄ですが、
メモを読み、すぐに終わりますので･･･

西 巻 君

寒い日が続きます、
　　　　　　　風邪を引かないように・・・

丸 山 ( 征 ) 君

坂井さん、卓話ご苦労様です。

三条ＲＣ

山 田 富 義 君

60周年記念式典、4月15日(土)VIPにて
13:00開会です。よろしくお願いします。
2018-19年度三条RCより川瀬ガバナー

三条クラブ創立60周年 おめでとうご
ざいます。

坂井さん、卓話ご苦労様です。
楽しみにしています。

吉 沢 君 久し振りの例会出席で、協力させて
いただきます。

坂本君、野水君、渡邊(光)君

ＢＯＸに協力いたします。

立春も過ぎましたが、まだまだ寒さが
続きます。皆様お身体ご自愛下さい。
BOXご協力ありがとうございました。

鈴 木 ( 武 ) 君

佐藤(秀)君、田代君、銅冶君

丸 山 ( 智 ) 君

熊 倉 高 志  副幹事 

田中ガバナー事務所より  「会員増強会議」開催のご案内  

［日 時］   2017 年 3 月 11 日（土） 13：30～18：00 

 ［会 場］   長岡ベルナール 

   
柏崎東ロータリークラブより 「創立 50周年記念式典」開催のご案内 

［日 時］   2017 年 4 月 22 日（土） 記念式典 14：00～   祝賀会 15：00～ 

［会 場］   柏崎市産業文化会館 

 

［記念公演］ 宝生流 祝言能「高砂」シテ（主役）川瀬隆志  

 

三条ロータリークラブ 創立 60 周年記念式典 

実行委員長 山田富義さん  副実行委員長 杉山幸英さん 渡辺良一さん 
 

    

三条ローターアクトクラブ 

川越 健矢 さん 

地域と共に６０年 愛と感謝をこめて 
世界につながりの輪を作りましょう 

 

登 録 受 付    １２：００ ～ １３：００ 

記 念 式 典    １３：００ ～ １４：００ 

記 念 公 演    １４：１５ ～ １５：００ 

 

 

 
 

 

祝 賀 会    １５：２０ ～ １７：００ 

宝生流 祝言能「高砂」シテ 川瀬隆士 
笛 藤田貴寛 小鼓 住駒充彦 大鼓 飯島六之佐 太鼓 麦谷暁夫 

地謡 渡邊荀之助 島村明宏 渡邊茂人 高橋憲正 

解説 渡邊荀之助（重要無形文化財総合指定保持者） 敬称略 

          私ども三条ロータリークラブは本年創立 60 周年を迎えます。このような節目の年を迎えることが出

来ましたのも、皆様方の温かいご指導とご支援の賜物と心より感謝申し上げます。 

式典当日は、京都より「宝生流」の方々をお迎えし『祝言能』をお楽しみいただきます。どうぞ多数のご登録をい

ただきまして、錦上花を添えていただければ光栄でございます。ご来会を心よりお待ち申し上げます。 

また、2018～19 年度、我がクラブから藤田説量ガバナーより 30 年、川瀬康裕ガバナーが誕生いたします。 

その折には貴クラブには多大なるご支援、ご協力いただくようになりますが、何卒よろしくお願いいたします。 

 



 

 

 

    

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    紛争、戦争はもとを捜すと、領土、人種、宗教、資源、私欲とかで起きるのではないでしょうか。 

領土に関しては、今中国がやっている南シナ海です。人種では以前ルワンダで起こったこと。宗教では古くは十

字軍の戦いがありました。資源では何を忘れていようか日本がアメリカと戦ったことです。また、イラクがクウ

ェートに侵攻したこともそうです。私欲は、昔は多かったと思いますが今は少なくなっているのではないでしょ

うか。 

そして、今大変な紛争となってきたのがテロです。テロへの対応に付随し発生するいろいろな問題、例えば難

民問題です。今、米国が大々的な問題としていること、欧州では良くやっていると思いますが、そのために起き

ている問題もあり、政情不安をきたしています。 

難しい問題はこれで終わりにしますが、こんな中、ロータリーが果たす役割、どんなことが出来るのでしょう

か。小さなことでもじっくりと実行していくということが大切なのではないでしょうか。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

田中 久作 
第二十四代会長 

蘖とは、樹木の切り株や根元から生えてくる若芽のこと 

創立 50 周年に向け、歴代会長を主要目標（テーマ）やエピソード とともにご紹介するコーナーです。 

1980 年 2 月入会 

職業分類：珠算学校経営 

勤務先： 

（財）三条珠算簿記学校 

 理事長     

 

1991～92 年度 
 

ＲＩ会長  Rajendra K.Saboo  ラジェンドラ Ｋ.サブー（インド） 

「Look Beyond Yourself  自分を越えた眼を」 
 

ガバナー  橋本 力（太田） 

「1.青少年の健全育成  2.環境保全  3.財団の増強  

奉仕とは行動。ロータリアンひとり一人が、手の届くところから小さな 

行動を起こしてみようではありませんか。」 

自分の足下を見つめ、地域社会から世界へ 
 

ＲＩ会長ラジェンドラＫ．サブー氏は新年度のテーマを「自分を越えた眼を」とし、

「自分のもの」から「私達みんなの」という視点の転換は、自身の内奥を見つめそれから

自分を超えて、家族、クラブ、地域社会、国そして私達の世界へと、眼を向けることから

始まると訴えております。 

これを受けて、橋本ガバナーから、次の三つのメッセージが送られました。 

１．青少年の健全育成 

  「人は環境の子なり」と孟母三遷の教えを、そして青少年教育は家庭教育から･･･と。 

２．環境保全 

「ものを大切にする」という資源愛護が環境保全の原点である･･･と。 

３．財団の増強 

財団は、国際理解と世界平和への活動源である･･･と。 

 以上の三点を正しく認識し、私共は身の回りの手の届く小さなことから行動を起し、次 

第にその輪を広げ奉仕の理想に向かって努力していきたいものと思います。「奉仕とは行 

動である」というガバナーの言葉をもう一度噛みしめてみようではありませんか。 

「月間に寄せて」 
坂井 範夫 国際奉仕委員長 

 

まず先に国際奉仕委員会として一言です。先般、会長より提案がありました

「2017 年国際ロータリー年次大会アトランタ大会参加旅行」につきまして、ト

ランプ大統領の 7 か国入国禁止に関係して様々なことが起こりうる懸念から『中

止』とさせていただきましたことご報告いたします。よろしくご理解、ご了承く

ださいますようお願いいたします。 
 

「平和と紛争」というテーマでの話とのことですが、浅学の私ではどんな風に

お話したら良いのか分かりませんが、私なりに解釈して、所詮人間は動物で、動

物を見てみれば解ることが多いです。 

人間は三欲があり、睡眠、食欲、排泄欲ですが、そこに物（金、土地）・名誉・知

識の第四の欲があり、これが今回のテーマのもとになっているということです。

しかし、これがなければ人間の発展はなかったということになり、いまだに他の

動物と同じ生活をしていたことになります。 



 

 

 

 


